
議案第１０２号 

 

   彩北広域清掃組合（変更予定名称 鴻巣行田北本環境資源組 

合）への北本市の加入について 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定によ

り、ごみ処理広域化に係る計画の策定及び調整並びに当該計画に基づく

一般廃棄物処理施設（し尿処理施設を除く。）の建設及びこれに附帯す

る事務を共同処理するため、平成２６年４月１日から別紙の規約により

彩北広域清掃組合（変更予定名称 鴻巣行田北本環境資源組合）に北本

市が加入することについて、議決を求める。 

 

 

  平成２５年１１月２８日 提出 

 

 

                北本市長 石 津 賢 治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

   鴻巣行田北本環境資源組合規約 

                      昭和４５年３月２４日     

県 指 令 地 第 ６ ４ ６ 号 

   第１章 総則 

 （名称） 

第１条 この組合は、鴻巣行田北本環境資源組合（以下「組合」とい

う。）という。 

 （組織） 

第２条 組合は、鴻巣市、行田市及び北本市（以下「構成市」とい

う。）をもって組織する。 

 （共同処理する事務） 

第３条 組合は、次に掲げる事務を共同処理する。 

 ⑴ 可燃物焼却施設及び最終処分場の運営管理に関する事務（鴻巣市

のうち別表に掲げる区域及び行田市に限る。） 

 ⑵ ごみ処理広域化に係る計画の策定及び調整並びに当該計画に基づ

く一般廃棄物処理施設（し尿処理施設を除く。）の建設及びこれに

附帯する事務 

 （事務所の位置） 

第４条 組合の事務所は、行田市大字小針８５６番地鴻巣行田北本環境

資源組合小針クリーンセンター内に置く。 

   第２章 議会 

 （議会の設置） 

第５条 組合に議会を置く。 

 （議員の定数及び選挙の方法） 

第６条 組合の議会の議員（以下「組合議員」という。）の定数は、１

４人とし、その選出区分は、次のとおりとする。 

   鴻巣市   ５人 

   行田市   ５人 

   北本市   ４人 

２ 組合議員は、構成市の議会において、その議会の議員のうちから選



挙する。 

 （任期及び失職） 

第７条 組合議員の任期は、構成市の議会の議員としての任期とする。 

２ 補欠議員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 組合議員が構成市の議会の議員でなくなったときは、同時にその職

を失う。 

 （補欠選挙） 

第８条 組合議員が欠けたときは、直ちに補欠選挙を行わなければなら

ない。 

 （議長及び副議長） 

第９条 組合の議会に議長及び副議長を置く。 

２ 議長及び副議長は、組合議員のうちから組合の議会において選挙す

る。 

 （特別議決） 

第９条の２ 組合の議会の議決すべき事件のうち、構成市の一部に係る

ものの議決については、当該事件に関係する市から選出されている組

合議員の出席者の過半数の賛成を含む出席議員の過半数でこれを決す

る。 

   第３章 執行機関 

 （管理者及び副管理者の設置及び選任の方法） 

第１０条 組合に管理者及び副管理者２人を置く。 

２ 管理者及び副管理者は、構成市の長の協議により構成市の長のうち

からこれを定める。 

 （任期） 

第１１条 管理者及び副管理者の任期は、構成市の長の職にある期間と

する。 

 （職務権限） 

第１２条 管理者は、組合を統轄し、及び代表し、並びに組合の事務を

管理し、及び執行する。 

２ 副管理者は、管理者を補佐し、管理者に事故があるとき又は欠けた

ときは、あらかじめ管理者の定める順序に従い、その職務を代理する。 



 （職員） 

第１３条 組合に、会計管理者その他の職員を置く。 

２ 職員の定数は、組合の条例でこれを定める。 

 （監査委員） 

第１４条 組合に監査委員２人を置く。 

２ 監査委員は、管理者が組合の議会の同意を得て、組合議員及び識見

を有する者のうちからそれぞれ１人を選任する。 

３ 監査委員の任期は、組合議員のうちから選任される者にあっては、

その議員の任期によるものとし、識見を有する者のうちから選任され

る者にあっては、４年とする。 

   第４章 経費 

第１５条 組合の経費は、構成市の負担金及び事業より生ずる収入その

他の収入をもってこれに充てる。 

２ 前項の負担金のうち第３条第１号の事務に要する経費については、

次の割合をもって鴻巣市及び行田市が負担する。 

   平等割 １００分の３０ 

   人口割 １００分の７０ 

３ 第１項の負担金のうち第３条第２号の事務に要する経費（共通経費

を含む。）については、人口割をもって構成市が負担する。 

４ 前２項の人口割の基礎となる人口（第２項の鴻巣市の人口割の基礎

となる人口は、別表に掲げる区域の人口とする。）は、当該年度の初

日の属する年の１月１日現在における住民基本台帳人口とする。 

   附 則 

 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則(昭和４７年２月１７日埼玉県指令地第１４１６号、変更許可) 

 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則(昭和５６年５月９日埼玉県指令地第１７９号) 

 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則(昭和５９年１１月２９日埼玉県指令地第１１２３号) 

 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則(昭和６３年３月９日埼玉県指令地第２１６７号) 



 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則(平成２年３月１５日埼玉県指令地第１７４３号) 

 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則(平成４年１月２９日埼玉県指令地第１５７５号) 

 この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

   附 則（平成１１年４月１日埼玉県指令まち第４００１号） 

 （施行期日） 

１ この規約は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この規約の施行の際、現に在職する議員の定数及び任期については、

なお従前の例による。 

   附 則（平成１７年７月２０日埼玉県指令分権第８７号） 

 （施行期日） 

１ この規約は、平成１７年８月１日から施行する。 

 （平成１７年度における組合市村の負担金の特例） 

２ 平成１７年度における組合市村の平等割の負担金については、第１

条の規定による変更後の彩北広域清掃組合規約第１５条第２項の規定

にかかわらず、当該負担金の額に２分の１を乗じて得た額を行田市及

び鴻巣市が負担するものとする。 

   附 則（平成１７年８月１８日埼玉県指令分権第１０４号） 

 この規約は、平成１７年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成１７年１２月２２日埼玉県指令分権第２３４号） 

 この規約は、平成１８年１月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年３月２３日埼玉県指令市第２３０９号） 

 この規約は、平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規約は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、次項及び

附則第３項の規定は、埼玉県知事の許可のあった日から施行する。 

 （準備行為） 

２ 変更後の第６条の規定による組合議員の選出に関し必要な行為は、



この規約の施行前においても、同条の規定の例により行うことができ

る。 

 （経過措置） 

３ 附則第１項ただし書に規定する規定の施行の際現に在職する組合議

員の任期は、第７条第１項の規定にかかわらず、平成２６年３月３１

日までとする。 

 

別表（第３条、第１５条関係） 

榎戸、大芦、鎌塚、北新宿、小谷、三町免、下忍、新宿、筑波、

荊原、吹上、吹上富士見、吹上本町、袋、前砂、南、明用 

 

 


